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タ
イ
ト
ル: 

汐
製
菓
会

社
の
新

作

5
1

 

今

川
焼

1
 

 

登

場

人

物 

•
 

汐 
(3

0

代)

：
汐

製

菓

会

社

社

長

。「

面

白

き
こ
と
も
無

き
世

を
面

白

く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
突

拍

子

も
な
い
菓

子

を
次

々
と
企

画

す

る
。
天

真

爛

漫

で
快

活

な
性

格

。 

•
 

塩

田 
(3

0

代)

：
汐

の
秘

書

。
真

面

目

で
几

帳

面

だ
が
、
心

配

性

。
汐

の
突

飛

な
発

想

に

振

り
回

さ
れ
な
が
ら
も
、
内

心

で
は
そ
れ
を

楽

し
ん
で
い
る
。
実

は
大

の
お
菓

子

好

き
。 

 

第

一
幕

：
奇

想
天
外
な
発
案

（
約

1
0

分

） 

（
オ
フ
ィ
ス
の
シ
ー
ン
） 



 

2 

 

（
汐

が
デ
ス
ク
で
足

を
テ
ー
ブ
ル
に
乗

せ
て
、
何

か
を

考

え
込

ん
で
い
る
。
塩

田

が
書

類

を
持

っ
て
入

っ
て

く
る
。
） 

汐

：
（
天

井

を
見

上

げ
て
、
思

い
つ
い
た
よ
う
に
）

「

塩

田

、
最

高

の
ア
イ
デ
ア
が
浮

か
ん
だ
！

」 

塩

田

：
（
疲

れ
た
表

情

で
）「

ま
た
で
す
か
、
社

長

？

前

回

の
“
抹

茶

餅

ロ
ケ
ッ
ト
”
は
子

供

た
ち
が
飛

ば
し

て
遊

ん
で
、
泣

い
ち
ゃ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」 

汐

：「

あ
れ
は
成

功

し
た
ん
だ
よ
！

さ
て
、
今

回

は

も
っ
と
斬

新

な
も
の
を
考

え
た
。
ズ
バ
リ
！*
*

『

ア
フ

ォ
ガ
ー
ド
味

の
今

川

焼

』*
*

だ
！

」 

（
塩

田

が
驚

い
て
書

類

を
落

と
す
。
） 

塩

田

：「

ア
フ
ォ
ガ
ー
ド
味

の…
…

今

川

焼

！

？

そ

れ
、
誰

が
食

べ
る
ん
で
す
か
？

」 

（
汐

が
立

ち
上

が
り
、
手

を
振

り
な
が
ら
話

し
始

め

る
。
） 



 

3 

 

汐

：「

想

像

し
て
み
て
！

熱

々
の
今

川

焼

を
一

口

食

べ
る
と
、
中

か
ら
冷

た
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
と
ろ
ー

り
。
ま
る
で
お
い
し
い
魔

法

だ
！

」 

（
塩

田

が
た
め
息

を
つ
く
。
） 

塩

田

：「

社

長

、
こ
れ
は…

…

実

現

可

能

な
ん
で
す

か
？

」 

汐

：「

も
ち
ろ
ん
さ
！

今

川

焼

の
革

命

を
起

こ
す
ん

だ
！

み
ん
な
が
驚

く
顔

が
見

た
い
！

」 

（
塩

田

が
心

配

そ
う
に
頭

を
抱

え
る
。
） 

塩

田

：「

ま
た
失

敗

し
た
ら
ど
う
し
ま
す
？

社

長

、

現

実

を
見

て
く
だ
さ
い
！

」 

 

第

二
幕

：
試

作
の
カ
オ
ス
（
約

1
0

分

） 

（
汐

製

菓

の
キ
ッ
チ
ン
） 
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（
汐

が
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
、
今

川

焼

の
型

を
準

備

し
て

い
る
。
） 

汐

：「

さ
ぁ
、
塩

田

、
見

て
ろ
よ
。
こ
れ
が*

*

『

ア
フ
ォ

ガ
ー
ド
今

川

焼

』*
*

の
試

作

だ
！

」 

（
塩

田

が
心

配

そ
う
に
見

つ
め
る
。
） 

塩

田

：「

社

長

、
本

当

に
大

丈

夫

で
す
か
？

」 

（
汐

が
材

料

を
並

べ
始

め
る
。
） 

汐

：「

心

配

無

用

！

さ
ぁ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
準

備

し
て…

…

」 

（
汐

が
ア
イ
ス
を
入

れ
よ
う
と
し
た
瞬

間

、
手

が
滑

っ

て
ア
イ
ス
が
床

に
落

ち
る
。
） 

塩

田

：「

あ
っ
！

ま
さ
か
の
ス
リ
ッ
プ
！

で
も
こ
れ
が

“
カ
オ
ス
”
の
真

髄

だ
！

」 

（
汐

が
無

邪

気

に
笑

い
な
が
ら
。
） 
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汐

：「

カ
オ
ス
か
ら
生

ま
れ
る
美

味

し
さ
を
信

じ
て
い

る
ん
だ
よ
、
塩

田

！

」 
（
塩

田

が
頭

を
抱

え
る
。
） 

塩

田

：「

ど
う
し
よ
う
、
も
う
何

が
何

だ
か
分

か
り
ま

せ
ん…

…

。
」 

 

第

三
幕

：
試

食
会 

国

内
編

（
約

1
0

分
） 

（
オ
フ
ィ
ス
で
の
社

内

試

食

会

） 

（
テ
ー
ブ
ル
に
ず
ら
り
と
並

ん
だ
「
ア
フ
ォ
ガ
ー
ド
今

川

焼

」
。
） 

汐

：「

社

員

の
み
ん
な
、
こ
れ
が
我

々
の
新

作

だ
！

試

食

し
て
み
て
く
れ
！

」 

（
社

員

た
ち
が
不

安

げ
に
並

ぶ
。
） 

社

員

A

：「

え
っ
と…

…

こ
れ
、
本

当

に
食

べ
ら
れ
る

ん
で
す
か
？

」 
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（
社

員

B

が
皿

を
持

っ
て
前

に
出

て
く
る
。
） 

社

員
B

：「

手

が
ベ
タ
ベ
タ
に
な
る
っ
て
噂

も
あ
る
し

…
…

」 

汐

：「

そ
れ
が
カ
オ
ス
の
魅

力

だ
！

さ
ぁ
、
食

べ
て
み

て
！

」 

（
社

員

C

が
一

口

食

べ
て
、
驚

き
の
声

を
あ
げ

る
。
） 

社

員

C

：「

う
わ
、
ア
イ
ス
が
と
ろ
け
て
る
！…

…

で

も
こ
の
苦

味

と
甘

さ
の
バ
ラ
ン
ス
、
絶

妙

か
も

…
…

！

」 

（
社

員

た
ち
が
次

々
に
試

食

し
、
興

奮

す
る
。
） 

社

員

D

：「

こ
れ
、
絶

対

に
売

れ
る
よ
！

」 

（
塩

田

が
不

安

げ
に
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
。
） 

塩

田

：「

で
も
、
包

装

が
大

問

題

で
す
ね…

…

」 
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汐

：「

そ
の
時

は
そ
の
時

さ
！

こ
れ
ぞ
カ
オ
ス
の
魅

力

だ
よ
！

」 

 

第

四
幕

：
試

食
会 

国

際
編

（
約

1
0

分
） 

（
汐

製

菓

は
、
海

外

の
バ
イ
ヤ
ー
や
顧

客

向

け
に
試

食

イ
ベ
ン
ト
を
開

催

す
る
） 

（
会

場

に
は
ア
メ
リ
カ
人

、
フ
ラ
ン
ス
人

、
韓

国

人

な

ど
多

国

籍

の
ゲ
ス
ト
た
ち
が
い
る
。
） 

汐

：
（
自

信

満

々
で
）「

皆

さ
ん
！

今

日

の
目

玉

は

*
*

『

ア
フ
ォ
ガ
ー
ド
今

川

焼

』*
*

で
す
！

さ
ぁ
、
ど
う

ぞ
！

」 

（
ア
メ
リ
カ
人

が
一

口

か
じ
り
、
目

を
見

開

く
。
） 

ア
メ
リ
カ
人

バ
イ
ヤ
ー
：「

お
お
、
な
ん
だ
こ
れ
！

熱

く
て
冷

た
く
て…

…

美

味

し
い
の
か
！

？

」 

（
フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
が
興

奮

気

味

に
手

を
叩

く
。
） 
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フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
：「

こ
れ
は
信

じ
ら
れ
な
い
！

こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
完

璧

ね
。
ス
イ
ー
ツ
と
カ
フ
ェ
の
フ
ュ

ー
ジ
ョ
ン
！

」 

（
韓

国

人

バ
イ
ヤ
ー
が
興

奮

し
て
） 

韓

国

人

バ
イ
ヤ
ー
：「

ホ
ッ
ト
ッ
と
似

て
る
け
ど
、
全

然

違

う
！

こ
れ
、
最

高

だ
よ
！

」 

（
ゲ
ス
ト
た
ち
が
次

々
と
ア
フ
ォ
ガ
ー
ド
今

川

焼

を

味

わ
い
、
賛

辞

を
送

る
。
） 

汐

：「

や
っ
た
！

み
ん
な
が
喜

ん
で
く
れ
る
と
は
思

わ

な
か
っ
た
！

」 

 

第

五
幕

：
商

品
化
の
大

混
乱

（
約

1
0

分

） 

（
数

週

間

後

、
街

中

の
汐

製

菓

の
店

舗

） 

（
店

頭

に
長

蛇

の
列

が
で
き
て
い
る
。
） 
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塩

田

：
（
店

頭

を
見

な
が
ら
）「

社

長

、
意

外

な
こ
と

に*
*

『

ア
フ
ォ
ガ
ー
ド
今

川

焼

』*
*

、
売

れ
て
ま
す

…
…

！

」 

汐

：「

だ
ろ
う
？

面

白

さ
を
世

に
提

供

す
る
の
が

我

々
の
使

命

だ
！

」 

（
突

然

、
ク
レ
ー
ム
が
入

っ
て
く
る
。
） 

塩

田

：「

で
も
、
店

か
ら
ク
レ
ー
ム
が
殺

到

し
て
る
み

た
い
で
す
。『

ア
イ
ス
が
溶

け
て
、
箱

の
中

が
べ
た
べ
た

で
す
！

』
と
か
、『

コ
ー
ヒ
ー
が
こ
ぼ
れ
て
カ
オ
ス
で

す
！

』
っ
て…

…

」 

（
汐

が
笑

い
な
が
ら
、
ボ
ー
ド
に
「
カ
オ
ス
の
美

学

」

を
掲

げ
る
。
） 

汐

：「

そ
れ
こ
そ
が
“
カ
オ
ス
”
の
美

学

だ
！

世

の
中

は
カ
オ
ス
で
回

っ
て
る
ん
だ
よ
、
塩

田

！

」 

（
塩

田

が
頭

を
抱

え
る
。
） 
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塩

田

：「

せ
め
て
、
も
う
少

し
考

え
ま
せ
ん
か
？

お
客

様

の
声

も
大

切

で
す
！

」 

 

第

六
幕

：
逆

転
の
大
ヒ
ッ
ト
（
約

1
0

分

） 

（
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
） 

司

会

者

：「

本

日

話

題

の
商

品

は
、*

*

『

ア
フ
ォ
ガ

ー
ド
今

川

焼

』
！*

*

そ
の
斬

新

さ
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
も
夢

中

！

？

海

外

か
ら
の
注

文

が
殺

到

し
て

い
ま
す
！

」 

（
ス
タ
ジ
オ
が
ざ
わ
め
く
。
画

面

に
汐

製

菓

の
ロ
ゴ
が

映

し
出

さ
れ
る
。
） 

塩

田

：
（
驚

き
な
が
ら
）「

え
っ
、
海

外

で
ヒ
ッ

ト
！

？

ど
う
し
て…
…

」 

汐

：
（
得

意

げ
に
）「

世

界

の
グ
ル
メ
は
新

し
い
体

験

を
求

め
て
る
ん
だ
よ
、
塩

田

。
こ
れ
か
ら
は
“
カ
オ
ス
”

の
時

代

だ
！

」 



 

11 

 

（
カ
メ
ラ
が
引

い
て
、
汐

製

菓

の
看

板

が
見

え
る
。
） 

（
店

の
外

、
列

が
途

切

れ
な
い
。
） 

塩

田

：「

こ
の
調

子

で
行

け
ば
、
も
っ
と
新

し
い
商

品

も
出

せ
ま
す
ね
！

」 

（
汐

が
ウ
イ
ン
ク
し
な
が
ら
。
） 

汐

：「

そ
う
だ
、
次

は
何

を
作

ろ
う
か
な…

…

？

」 

 

第

七
幕

：
新
た
な
挑

戦

（
約

1
0

分

） 

（
汐

が
新

た
な
ア
イ
デ
ア
を
考

え
る
シ
ー
ン
。
） 

汐

：「

次

は
、*

*

『

カ
オ
ス
テ
ィ
ッ
ク
フ
ル
ー
ツ
タ
ル
ト
』

*
*

に
し
よ
う
！

」 

塩

田

：
（
目

を
見

開

い
て
）「

ま
た
カ
オ
ス
な
も
の
を

…
…

？

」 
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汐

：「

も
ち
ろ
ん
！

フ
ル
ー
ツ
が
と
ろ
け
る
タ
ル
ト
の

中

に
、
な
ん
と
液

体

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
隠

れ
て
る
ん

だ
！

」 

塩

田

：「

そ
れ
、
ど
う
な
る
ん
で
す
か…

…

？

」 

（
汐

が
ニ
ヤ
リ
と
笑

う
。
） 

汐

：「

さ
ぁ
、
や
っ
て
み
よ
う
！

面

白

い
こ
と
が
待

っ
て

い
る
に
違

い
な
い
！

」 

（
二

人

で
厨

房

に
向

か
う
。
画

面

が
フ
ェ
ー
ド

ア
ウ
ト
し
、
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
が
流

れ
る
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

完

 


